
2021～2022年度 第 1回  一般社団法人神奈川県建築士事務所協会 会報誌編集特別委員会 議事録 

開催日時 令和 3年 8月 19日（木） 会 場 Web会議 

出 席 者 

担当副会長：杉本勝郎 小松正道 （補佐） 

委 員 長：小泉 厚 

副 委 員 長：加藤一郎(欠) 

委 員：雨森隆子 小河泰隆 森本和樹 

 戸井田顕 中原尚代 仙波 弦 

事 務 局：久保田千尋 

１．あいさつ 

 自己紹介 担当副会長・委員長・副委員長・各委員 

２．報告事項 

 新組織変更に伴い、会報誌の担当委員会が、広報情報委員会より新たに設立された会報誌編集特別委員

会へ変更となった。広報情報委員会では主にWEB等による外部への広報活動を行う予定。 

３．議題 

 神事協で作成の会報誌（会報、瓦版）について 小泉委員長より説明 

（１）瓦版 10月誌面検討（9月 24日（金）〆）と校正担当について 

 瓦版作成の経緯について 小泉委員長より説明 

 表面：今後の行事予定（事務局） 

 裏面：今後の会報誌編集特別委員会について（小泉委員長） 

 校正担当：県央ブロック（仙波委員） 

（意見等） 

 瓦版８月号は、瓦版のみとなりそうだったので、賛助会に賛助会ニュースレターを作成頂き、封入した。

今後瓦版のみとなる月が出る可能性がある。 

 表面は今後の情報。裏面は弾力的に掲載出来る。 

 会誌日事連がWEB掲載となったので、今後どのようにしていくかは要検討。 

 神事協の会報が紙ベースなので、日事連会誌は当面紙ベースに戻してもよいのでは。他会では紙で継続

送付しているところも多い。 

 最新の情報を伝えるべく、瓦版を隔月ではなく毎月作成するのもよいのでは。 

 会報に掲載する情報の収集が難しい。掲載記事の改善が必要では。 

 脱紙の方向性は止まらない可能性が高い。紙に戻した場合も数年以内にデジタルに変わる可能性は高い。

一方で紙媒体を必要としている人もいる。より簡易な方法での紙媒体の復活はあるかもしれない。 

 印刷版と電子版、どちらがよいのか。双方利用も可能。WEBならではのコンテンツがあれば、電子化が

進んでいくのでは。 

⇒今後の方向性については、広報情報委員会と話し合いながら、委員会にて検討していく。

（２）会報「KANAGAWA」11月号・1月号誌面検討 

１）１１月号（１０月１５日（金）締切） 

  表紙  （川崎支部）   森本委員 

  １～２頁 建築探訪  （相模原支部）  杉本担当副会長 

  ３～４頁 会員仕事紹介   （県央ブロック） 仙波委員 

  ５頁  支部だより  （県西支部）  加藤副委員長 

  ６頁  支部だより  （川崎支部）    森本委員 

  ７～８頁  旅行記  （湘南ブロック） 中原委員 

  ９頁  委員会活動報告  実施の場合、全国大会 

  １０頁  事務局だより   （事務局） 

  １０頁  編集者のつぶやき （横須賀ブロック） 戸井田委員 

  裏表紙  （川崎支部） 

 これまでの記事にとらわれず、これまでと異なる視点で記載頂けるよう、寄稿依頼時にお声がけする。 

 これまでの表紙：その季節に沿った内容、神奈川に限る 



 表紙担当の決定：9月より 横浜→川崎→横須賀→湘南→県西→県央→相模原 難しい場合は交代する。 

 ブロック内の写真を中心に撮影する。ない場合は地区外も可。ただし神奈川県内に限る。 

 裏表紙コメントに、撮影者の記載を行う。 

 表紙等、会報に使用する写真について、掲載に許可の必要な建物（特に国所有のもの）があるので、注

意が必要。要確認。 

２）１月号（１２月３日（金）締切） 

  表紙 （横須賀ブロック） 小泉委員長 

  １～２頁 年頭挨拶 会長・副会長 

  ３～４頁 会員仕事紹介   （湘南ブロック）  中原委員 

  ５頁  支部だより  （横浜支部）  雨森委員・小河委員 

  ６頁  支部だより  （中ブロック）  加藤副委員長 

  ７～８頁 建築探訪  （横須賀ブロック） 戸井田委員 

  ９頁  委員会活動報告  

  １０頁 事務局だより   （事務局） 

  １０頁 編集者のつぶやき （県央ブロック）   仙波委員 

  裏表紙 （横須賀ブロック） 

 今後締切を早めに設定し、月の上旬に会員の手元に届くよう、検討したい。 

３月号頃より変更するよう、検討する。 

 会員仕事紹介は記載が難しいと感じる方が多い。今後内容を検討する必要がある。 

（３）その他 

１）会報誌編集特別委員会メーリングリスト作成について  

 校正等作業に利用するため、会報誌編集特別委員会メーリングリストの作成登録をすることとする。 

２）今後の紙面構成について 

 委員は他会の会報誌を次回委員会までに読み、感想を述べる。 

 賛助会等の広告掲載 予算を増やさずに出来る紙面の充実 

 執筆者の掲載内容：事務所名 執筆者名 

支部だよりは、支部役職（支部長・副支部長のみ） 事務所名 執筆者名 

委員会活動報告は、委員会名 事務所名 執筆者名 

 次回以降、直近の会報の意見交換会を、委員会の最初に実施する。 

４．その他 

 委員会開催スケジュール 

偶数月第３木曜日に開催する。 次回 10月 21日（木）15時～17時 Web会議にて 

以降 12月 16日（木） 2月 15日（火）（※木曜日空きなしのため） 



2021～2022年度 第 2回  一般社団法人神奈川県建築士事務所協会 会報誌編集特別委員会 議事録 

開催日時 令和 3年 10月 21日（木） 会 場 Web会議 

出 席 者 

担当副会長：杉本勝郎 小松正道 （補佐） 

委 員 長：小泉 厚 

副 委 員 長：加藤一郎(欠) 

委 員：雨森隆子 小河泰隆 森本和樹(欠) 

       戸井田顕(欠) 中原尚代(欠) 仙波 弦 

事 務 局：久保田千尋 

 

１．あいさつ 

 小泉委員長：瓦版を執筆するにあたり、会報１０年分を読み返した。会報の表紙写真は、作品としても

素晴らしい出来なので、建築展等でパネル展示が出来るのでは。 

 

２．報告事項                   

 9/19 理事会、合同役員会：合同役員会にて、会報誌編集特別委員会委員会活動報告を小泉委員長より行

った。 

 

３．議題 

 

（１）会報・瓦版 KANAGAWA最新号講評 

 瓦版裏面は会報の変遷を振り返ることができる懐かしい内容だった。会報の表紙は色彩の変更や一部加

工を行った。神事協の外部活動は、調整が大変だったが、会員への活動周知の意味では良かったのでは。

ほかの委員会の活動も載せていけるのでは。 

 オリンピック建築はタイムリーで興味深かった。 

 支部の活動が分かりやすくよかった。 

 会報と瓦版のすみわけがはっきりしており、隔月にそれぞれの情報提供が出来ていてよい。 

 コロナ禍のなかでも活動を書いて頂きよかった。 

 会報 P2建物の写真は載せるべきだった。P3-4は設計監理の書き方を統一すべきだった。P5地元 FM局

での放送について、地元局の場合は情報を欲しているので、歓迎された。ほかの支部でも実践できるの

ではと思う。 

 

（２）瓦版 12月誌面検討（11月 25日（木）〆）と校正担当について 

今後の瓦版について 

 瓦版の発送について、1回につき約 75,000円かかっている。現在瓦版のみの発送になっているので、費

用が高額では。瓦版をメール配信にし、浮いた金額で会報のページを 4ページ増やすのはどうか。（会報

を 4ページ増した場合の増額：70,510円） 

 これまでの瓦版…表面：今後の講習会等情報 裏面：実施講習会等の報告 表面に掲載していた情報を

メール配信し、裏面の内容については会報増ページ部分で掲載するのはどうか。 

 お知らせについては、タイムリーに、まとめて配信するのがよいのでは。報告はタイムリーである必要

がないのでは。メール内に「～講習お疲れ様でした」のようなひとことを加え、報告は後日とすればよ

いのでは。毎週〇曜日と決めてメルマガのように最新の情報発信としたほうが分かりやすいのでは。 

 情報発信方法については、広報情報委員会との担当調整が必要。 

 会員向けの情報発信を会報誌編集特別委員会にて行う。外部向けの発信は広報情報委員会。 

 

⇒ 

 メーリングフォーマット（案）のたたき台を事務局にて作成し、委員へ送付、意見を募集する。 

 瓦版のメーリング配信についてのお知らせを会報 11月号に入れ込み、指定代表者以外の方の受信希望者

を募る。 

 12月からの運用開始を目指し、準備する。 

 支部からのお知らせがあれば、記入する。 

 

 

 

次ページへ 

 

 



 

（３）会報「KANAGAWA」1月号・3月号誌面検討 

１）１月号（１２月３日（金）締切） 

  表紙              （横須賀ブロック）         小泉委員長 

  １～２頁   年頭挨拶      会長・副会長 

  ３～４頁   建築探訪     （横須賀ブロック）         戸井田委員 

５～６頁   会員仕事紹介   （湘南ブロック）          中原委員 

  ７頁     支部だより    （横浜支部）            雨森委員・小河委員 

  ８頁     支部だより    （中ブロック）           加藤副委員長 

  ９～１０頁  賛助会だより   1P：会長挨拶 1P：担当顔写真つき 担当+会社 PR 

  １１頁    神事協組織図 

１２頁    委員会活動報告  「住・緑・家」運営特別委員会 

  １３頁    同好会紹介    BIM同好会 

  １４頁    事務局だより   （事務局） 

  １４頁    編集者のつぶやき （県央ブロック）          仙波委員 

  裏表紙             （横須賀ブロック） 

 

 4ページ増やし、賛助会長挨拶・賛助会ページ、機構図、同好会紹介ページを増やす。 

 指導委員会より統括委員長会に、名簿登録についてのアピールを掲載したい旨、提案があった。 

名簿登録実施の委員会：指導委員会・マンション等の大規模修繕業務特別委員会・景観・まちづくり特

別委員会 

 

２）３月号（２月４日（金）締切） 

  表紙              （湘南ブロック）          中原委員 

  １～２頁   特集記事     （外部寄稿、小泉委員長にて手配） 

３～４頁   建築探訪     （県西ブロック）          加藤副委員長 

  ５～６頁   特集       ※次回検討          

 ７頁     支部だより    （湘南ブロック）          中原委員 

  ８頁     支部だより    （相模原支部）           杉本担当副会長 

９～１０頁  賛助会だより   担当顔写真つき 担当+会社 PR 2社 

１１～１２頁 委員会      指導・マンション・景まち 名簿について（名簿は QRコード） 

１３頁    同好会紹介    大山講 

  １４頁    事務局だより   （事務局） 

  １４頁    編集者のつぶやき （川崎支部）            森本委員 

  裏表紙             （湘南ブロック） 

 

 特集 / アカデミックな内容 / 恩師を語る / 外部へ連載を依頼する / 地元の建物 

 ３回前くらいに組みたい特集を決定すれば、新たな特集が組めるのでは。 

 （参考）外部への原稿料：日事連２ページ６万円 神奈川県建築士会 1ページ２万円 

 １～２ページ 特集連載（５～６回想定）、５～６ページ 連載 

 ５月号以降、賛助会広告ページも検討。 

 

  ⇒ 

 委員は２ページ分の特集記事案を次回までに考える。 

 

（４）令和４年度委員会予算要求について 

 予算要求の書類が届いたら、下記の項目にて記載する。今年度の予算をベースに作成。 

 収入：会報 KANAGAWAチラシ封入手数料、会報 KANAGAWA広告費（120,000×6回で計算） 

 支出：会報 KANAGAWA印刷費（20ページで計算）、記事等謝礼（会員）、寄稿謝礼（外部）、委員取材

費、雑費、会議費 

 

（５）他会の会報誌について 

 次回委員会にて 

 

４．その他 

次回委員会 １２月１６日（木）１５時～１７時 神事協会議室（Web会議） 

 



2021～2022年度 第 3回  一般社団法人神奈川県建築士事務所協会 会報誌編集特別委員会 議事録 

開催日時 令和 3年 12月 16日（木） 会 場 Web会議 

出 席 者 

担当副会長：杉本勝郎 小松正道 （補佐） 

委 員 長：小泉 厚 

副 委 員 長：加藤一郎 

委 員：雨森隆子 小河泰隆 森本和樹(欠) 

       戸井田顕 中原尚代(欠) 仙波 弦(欠) 

事 務 局：久保田千尋 

 

１．あいさつ 

 杉本担当副会長 

 小松担当副会長補佐 

 

２．報告事項 

 

３．議題 

（１）会報・瓦版 KANAGAWA最新号講評 

 瓦版メーリングについては、小話・時候の挨拶等の頭書きを入れたら面白いのではないか。 

 BIMの記事は面白く読んだ。身近な事務所で採用しているということで勉強になった。 

 路地の記事は、建物以外の視点で見ることができ良かった。 

 記事がバリエーションに富んでおり面白かった。 

 瓦版メーリングは事務連絡となりがちなので、雰囲気を柔らかくするためにも小話等の追加は必要では。 

 建築単体ではなく景観を含めた見方は参考になった。BIMの記事は時勢に合っていてよかった。旅行記

は魅せ方が上手かった。 

 

（２）瓦版 1月号、2月号の検討 

 １）今後の瓦版について 

 記事の内容については継続していく。 

 毎月発行し、令和○年○月号と記載し発行する。1月号は 5日配信予定。 

 小話・時候の挨拶等の頭書き 100字程度を追記する。委員交代で記載していくとよいのでは。 

⇒小泉委員長が１月号について担当する。以後は、県西→県央→湘南→横浜→横浜→川崎→相模原→横

須賀→横須賀の順番にて委員でローテーションとする。 

 

（３）会報「KANAGAWA」3月号・5月号誌面検討 

１）３月号（２月４日（金）締切） 

  表紙              （湘南ブロック）          中原委員 

  １～２頁   特集記事：北欧の建築とデザイン（外部寄稿、１年間）  小泉隆氏 

３～４頁   建築探訪     （県西ブロック）          加藤副委員長 

  ５～６頁   特集：委員投稿 わがまちの桜 1/4ページ×委員 8人 

 ７頁     支部だより    （湘南ブロック）          中原委員 

  ８頁     支部だより    （相模原支部）           杉本担当副会長 

９～１０頁  賛助会だより   担当顔写真つき 担当+会社 PR １ページ１社の計 2社 

１１～１２頁 委員会      指導・マンション 

１３頁    同好会紹介    大山講 

  １４頁    事務局だより   （事務局） 

  １４頁    編集者のつぶやき （川崎支部）            森本委員 

  裏表紙             （湘南ブロック） 

 

 P1-2については、連載を進めていきながら、ご意見等があれば随時検討する。１年の連載なので、終了

が近づいてきたら、次回特集内容を検討する。 

 P11-12については、 齋藤指導委員長に杉本担当副会長から確認する。 

 P5-6 写真 1/4の半分、交通案内と説明で 250字程度 

 特集候補アイディア：建築と桜 地域の食べ物 おすすめの花見スポット 桜のある景色 好きな建物 

駅舎 橋 バス停 交番 土木遺産 

 季節に沿った写真を撮影する場合は、締切に間に合わせる必要があることから、年単位での検討が必要。 

 



 

２）５月号（４月１日（金）締切） 

  表紙              （県西支部）          加藤副委員長 

  １～２頁   特集記事：北欧の建築とデザイン（外部寄稿、１年間）小泉隆氏 

３～４頁   建築探訪     （県央ブロック）        仙波委員 

  ５～６頁   特集：委員投稿 わがまちの美術館・博物館・郷土資料館（相模原支部・川崎支部） 

杉本担当副会長・森本委員 

 ７頁     支部だより    （川崎支部）          森本委員 

  ８頁     支部だより    （横須賀ブロック）       小泉委員長 

９～１０頁  賛助会だより   担当顔写真つき 担当+会社 PR 2社 

１１～１２頁 委員会      木造見学会、指導・マンション講習 

１３頁    同好会紹介    小泉委員長にて依頼先決定 

１４頁    会員寄稿           ※広告掲載の可否で決定予定 

１５～１６頁 広告       （賛助会） ※広告掲載の可否で決定予定 

１７頁    理事会報告・お知らせ     ※広告掲載の可否で決定予定 

  １８頁    事務局だより   （事務局） 

  １８頁    編集者のつぶやき （横浜支部）           小河委員 

  裏表紙             （県西支部）           加藤副委員長 

 

 特集 ひとり 1ページ、写真上半分 下 1/4文章（350～400字ほど） 下 1/4写真その他紹介 

 ブロック順 川崎・相模原→湘南・横浜→県西・県央→横浜・横須賀 

 特集候補アイディア：歴史的建造物 図書館 

 賛助会に、広告希望のアンケートを取るのはどうか。反応があれば、ページ数を増やすのはどうか。 

⇒アンケートを実施し、結果次第で増ページの可否を決定する。 

 12月 17日統括委員長会にて杉本担当副会長よりアンケート実施についての確認を取る。 

 同好会ページには、連絡先を記載する。 

 

（４）令和４年度会誌「日事連」提供方法の検討 

 現在はWeb配信のみとし、希望者のみに発送している。 

 会員で冊子を別途希望している会員は１５事務所程度。 

 実際に冊子を求めているか、会員全員へは確認を取れていない。 

 世代により求めている提供方法が異なる。段階的に冊子からWebへ移行していけばよいのでは。 

 会費の対価として、ものが届くということは必要なことでは。 

⇒会報誌編集特別委員会としては、2か月に 1度印刷物発送とWebの併用とする。 

 

（５）他会の会報誌について 

 大阪会会誌 12月号を確認した。表紙カラー、中身モノクロ。 

 大阪会は事務局に編集者がいる。外部寄稿が 2ページ×3名 原稿料 2万円/1人。 

 年間で特集テーマを決定し、執筆者を決定している。おもに専門のかたが投稿している。 

 賛助会の原稿については、無料で掲載しているとのこと。 

 

（６）その他 

１）日事連より依頼 会誌Ｗｅｂ版アンケート 

 日事連より、会誌日事連Web版についてのアンケート依頼があった。 

 Web版の評価は５段階中３とし、選択した理由は、小泉委員長にて検討する。 

 

 ２）会報誌編集特別委員会規程の変更について 

 定款施行細則と内容のそぐわない部分を削除することを、理事会に上程する。 

 

４．その他 

 ・次回委員会 2月 15日（火） 15時～ 神事協会議室（Web）にて 

 

 

 

 

 

 



2021～2022年度 第 4回  一般社団法人神奈川県建築士事務所協会 会報誌編集特別委員会 議事録 

開催日時 令和 4年 2月 15日（火） 会 場 神事協会議室（Web） 

出 席 者 

担当副会長：杉本勝郎 小松正道 （補佐） 

委 員 長：小泉 厚 

副 委 員 長：加藤一郎 

委 員：雨森隆子(欠) 小河泰隆(欠) 森本和樹 

       戸井田顕(欠) 中原尚代 仙波 弦 

事 務 局：久保田千尋 

 

１．あいさつ 

 杉本担当副会長 

 小松担当副会長補佐 

 

２．報告事項                   

 

３．議題 

（１）会報・瓦版 KANAGAWA最新号講評 

 瓦版のひとことは数行で書きやすかった。 

 瓦版の最初のひとことで温かみが出る。会報は増ページで今後もすすめていけたらよい。 

 会報はページ数が増えボリュームがあった。瓦版はメニューがあり分かりやすい。 

 瓦版は見やすい。情報がすぐ伝わる。 

 表紙は今までにない内容。建築探訪は地域景観と視点が変わっており面白い。仕事紹介はサーカスと興

味深い内容。賛助会だよりは１社１ページにしたい。瓦版はメールとして残り、会員への貢献になって

いるのでは。 

 

（２）瓦版 3月号、4月号の検討 

 

（３）令和４年度委員会予算要求について 

 次回持ち越し 

 

（４）会報 KANAGAWA広告掲載に関するアンケートについて 

 会報増ページを検討するにあたり、広告費収入でまかなうため、賛助会へ広告掲載についてのアンケー

トをとったところ、掲載希望が広告掲載予定の２ページに満たない結果となった。 

 今回は持ち越しとし、会報は現在の 16ページでの構成にて引き続き作成する。 

 

（５）会報「KANAGAWA」5月号・7月号誌面検討     

       

１）５月号（４月１日（金）締切） 

  表紙              （県西支部）          加藤副委員長 

  １～２頁   特集記事：北欧の建築と都市景観から学ぶ（外部寄稿、１年間）小泉隆氏 

３～４頁   建築探訪     （県央ブロック）        仙波委員 

  ５～６頁   特集：委員投稿 わがまちの美術館・博物館・郷土資料館（相模原支部・川崎支部） 

杉本担当副会長・森本委員 

 ７頁     支部だより    （川崎支部）          森本委員 

  ８頁     支部だより    （横須賀ブロック）       戸井田委員、小泉委員長 

９～１０頁  賛助会だより   担当顔写真つき 担当+会社 PR 2社 

１１～１２頁 委員会      木造見学会、指導・マンション講習 

１３頁    同好会紹介    省エネ同好会 

１４頁    事務局だより   （事務局） 

  １４頁    編集者のつぶやき （横浜支部）           小河委員 

  裏表紙             （県西支部）           加藤副委員長 

 

 特集 ひとり 1ページ、写真上半分 下 1/4文章（350～400字ほど） 下 1/4写真その他紹介 

 

 

 



 

２）７月号（６月３日（金）締切） 

  表紙              （県央ブロック）        仙波委員 

  １～２頁   特集記事：北欧の建築と都市景観から学ぶ（外部寄稿、１年間）小泉隆氏 

３～４頁   建築探訪     （湘南ブロック）        中原委員 

  ５～６頁   特集：委員投稿 わがまちの美術館・博物館・郷土資料館（横浜支部・湘南ブロック） 

雨森委員・小河委員・中原委員 

 ７頁     支部だより    （県央ブロック）        仙波委員 

  ８頁     支部だより    （県西支部）          加藤副委員長 

９～１０頁  賛助会だより   担当顔写真つき 担当+会社 PR 2社 

１１～１２頁 委員会      木造伝統構法講習、「住・緑・家」見学会 

１３頁    同好会紹介    湘南芝刈俱楽部 

１４頁    事務局だより   （事務局） 

  １４頁    編集者のつぶやき （県西支部）           加藤副委員長 

  裏表紙             （県央ブロック）         仙波委員 

 

（６）他会の会報誌について 

 三重会会報誌の確認 年１冊発行 

 

（７）その他 

 会報 3月号校正について確認 

 表紙にサブタイトル「特集 北欧の建築と都市景観から学ぶ-１」を入れる 

 そのほか執筆者からの修正を反映する。 

 

４．その他 

   

 次回委員会 ４月２２日（金）１５時～ 神事協会議室、Web会議 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



2021～2022年度 第 5回  一般社団法人神奈川県建築士事務所協会 会報誌編集特別委員会 議事録 

開催日時 令和 4年 4月 22日（金） 会 場 神事協会議室（Web） 

出 席 者 

担当副会長：杉本勝郎(W) 小松正道 （補佐）(欠) 

委 員 長：小泉 厚 

副 委 員 長：加藤一郎 

委 員：雨森隆子(W) 小河泰隆(欠) 森本和樹(欠) 

       戸井田顕(欠) 中原尚代 仙波 弦 

事 務 局：久保田千尋 

 

１．あいさつ 

 杉本担当副会長 

 

２．報告事項                   

 会誌日事連の提供方法が４月から冊子とHP掲載へ変更となった。 

 会費無料キャンペーンを実施している。 

 

３．議題 

（１）会報・瓦版 KANAGAWA最新号講評 

 良い内容になってきた。瓦版メーリングも委員作成の頭書きにより入りやすくなっている。 

 表紙や美術館紹介がいい。賛助会も積極的に出ており、今後が楽しみ。 

 特集が委員掲載であり、刺激があってよい。 

 わがまちの～シリーズは行ってみたい。身近に感じられる。 

 軽い感じで持ち寄れる投稿は読みやすさにつながっている。 

 海外は今後旅行が難しくなるかもしれないので、誌面で楽しめるといい。小さい美術館は気軽に行きや

すくていいのでは。賛助会紹介も１社１ページになり良い。 

 

（２）瓦版 5月号、6月号の検討 

 現在発信している情報を引き続き発信していく。 

 

（３）会報「KANAGAWA」7月号・9月号誌面検討 

 

１）７月号（６月３日（金）締切） 

  表紙              （県央ブロック）        仙波委員 

  １～２頁   特集記事：北欧の建築と都市景観から学ぶ（外部寄稿、１年間）小泉隆氏 

３～４頁   建築探訪     （湘南ブロック）        中原委員 

  ５～６頁   特集：委員投稿 わがまちの美術館・博物館・郷土資料館（横浜支部・湘南ブロック） 

雨森委員・小河委員・中原委員 

  ７頁     支部だより    （県央ブロック）        仙波委員 

  ８頁     支部だより    （県西支部）          加藤副委員長 

９～１０頁  賛助会だより   担当顔写真つき 担当+会社 PR 2社 

１１頁    委員会      木造伝統構法講習 

１２頁    総会報告                     小泉委員長 

１３頁    同好会紹介    湘南芝刈俱楽部 

１４頁    事務局だより   （事務局） 

  １４頁    編集者のつぶやき （県西支部）          加藤副委員長 

  裏表紙             （県央ブロック）        仙波委員 

 

２）９月号（８月５日（金）締切） 

  表紙              （相模原支部）         杉本担当副会長 

  １～２頁   特集記事：北欧の建築と都市景観から学ぶ（外部寄稿、１年間）小泉隆氏 

３～４頁   建築探訪     （横浜支部）          雨森委員・小河委員 

  ５～６頁   特集：委員投稿 わがまちの美術館・博物館・郷土資料館 

（県央ブロック、中・県西ブロック）仙波委員・加藤副委員長 

  ７～１０頁  委員会 OYプロジェクト見学会 県西支部 稲葉氏に加藤副委員長より打診する、 

             木造専門委員会（文化財）、地引網大会、業務支援委員会 

１１～１２頁 賛助会だより   担当顔写真つき 担当+会社 PR 2社 



１３頁    支部だより    （中ブロック）          加藤副委員長 

１４頁    事務局だより   （事務局） 

  １４頁    編集者のつぶやき （湘南ブロック）         中原委員 

  裏表紙             （相模原支部）          杉本担当副会長 

 

 支部だよりの担当については、１月号より小泉委員長にて担当を再編成することとする。 

 来年３月からの特集の執筆について、また委員特集の次の特集について、考えておくよう依頼された。 

 

（４）その他 

 他会の会報誌 岩手会「まがりや」年１回発行 地域性が出ている。会員投稿が多い。 

 

４．その他 

 6月 22日（水） 10：00～Web会議 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



2021～2022年度 第 6回  一般社団法人神奈川県建築士事務所協会 会報誌編集特別委員会 議事録 

開催日時 令和 4年 6月 22日（水） 会 場 Web会議 

出 席 者 

担当副会長：杉本勝郎 小松正道（補佐）(欠) 

委 員 長：小泉 厚 

副 委 員 長：加藤一郎 

委 員：雨森隆子 小河泰隆 森本和樹(欠) 

       戸井田顕 中原尚代(欠) 仙波 弦(欠) 

事 務 局：久保田千尋 

 

１．あいさつ 

 杉本担当副会長 

 

２．報告事項                   

 6/10統括委員長会 

 

３．議題 

（１）会報・瓦版 KANAGAWA最新号講評  

 読みたい内容の記事が多かった。目新しい記事が今後あれば、目を引く文章を考えていければ。記事に

よっては取材が大変なものがあったので、担当者は手がかかったのでは。 

 表紙は森のことが主の話題。地元 PR。記事のネタは日常的に意識しているのでは。 

 委員特集記事はリンクした内容でよかった。ほかの記事も力作だった。 

 表紙はいつもの建物と異なる内容となりよかった。新委員会となりコンテンツが変わったことで評判が

良い。会員と賛助会のかかわりでより深めていければ。 

瓦版の最初の一文は導入としてよい。 

 瓦版は情報が迅速に流れてよい。会報誌表紙は建物以外の自然、インフラと建築に関わる内容が分かり

良い。外部特集は社会人になるとなかなか知るきっかけのない内容でよかった。委員特集は知らない美

術館が出てよかった。委員会活動報告は委員会を知らない会員に委員会活動を伝えるいいコンテンツ。 

 

（２）瓦版 7月号、8月号の検討 

 新たな情報が入れば随時入れ込んでいく。 

 

（３）会報「KANAGAWA」9月号・11月号誌面検討 

 

１）９月号（８月５日（金）締切） 

  表紙              （相模原支部）         杉本担当副会長 

  １～２頁   特集記事：北欧の建築と都市景観から学ぶ（外部寄稿、１年間）小泉隆氏 

３～４頁   建築探訪     （横浜支部）          雨森委員・小河委員 

  ５～６頁   特集：委員投稿 わがまちの美術館・博物館・郷土資料館 

（県央ブロック、中・県西ブロック）仙波委員・加藤副委員長 

  ７～１０頁  委員会 OYプロジェクト見学会、木造専門委員会（文化財）、 

地引網大会（ブロック支部委員会）、業務支援委員会 

１１～１２頁 賛助会だより   担当顔写真つき 担当+会社 PR 2社 

１３頁    支部だより    （中ブロック）          加藤副委員長 

１４頁    事務局だより   （事務局） 

  １４頁    編集者のつぶやき （湘南ブロック）         中原委員 

  裏表紙             （相模原支部）          杉本担当副会長 

 

２）１１月号（１０月７日（金）締切） 

  表紙              （横浜支部）          雨森委員・小河委員 

  １～２頁   特集記事：北欧の建築と都市景観から学ぶ（外部寄稿、１年間）小泉隆氏 

３～４頁   建築探訪     （川崎支部）          森本委員 

  ５～６頁   特集：委員投稿 わがまちの美術館・博物館・郷土資料館（横須賀ブロック・横浜支部） 

戸井田委員・雨森委員・小河委員 

  ７頁     支部だより    （湘南ブロック）        中原委員 

  ８頁     支部だより    （横須賀ブロック）       戸井田委員 

９～１０頁  賛助会だより   担当顔写真つき 担当+会社 PR 2社 



１１～１３頁 委員会      全国大会（杉本担当副会長）、 

全国大会青年話創会（青年部会運営委員会）、 

支部長合同ブロック支部委員会（ブロック支部委員会） 

１４頁    事務局だより   （事務局） 

  １４頁    編集者のつぶやき （相模原支部）          杉本担当副会長 

  裏表紙             （横浜支部） 

 

 支部だよりが次号より支部のページとなる旨記載する。 

 

（４）支部便りローテーションについて 

 小泉委員長作成のローテーション表の確認 

 １年に１回支部だよりを各支部に書いてもらう。１号３ページ 

 １月号より「支部のページ」と変更する。 

 ローテーション表を小泉委員長にて再度編集する。次回委員会にて確認する 

 次回委員会にて確認が取れたら、９月の理事会で委員会活動報告としてローテーション表を示す。 

 

（５）今後の特集記事について 

 年度区切りで行いたいため、１月号に委員特集を入れ込み、外部依頼の特集は１月号休み、３月号に掲

載とする。 

 １月号委員特集「地元の初詣」 

 美術館・博物館の特集は来年度も継続する。 

 外部依頼の特集が終了したあとの特集候補：MUJI まちづくり 恩師を語る … 次回に検討 

 特集はきちっと通してやる 第二特集は柔軟に対応 

 

４．その他 

  次回委員会 ８月２５日（木）15：30～ 神事協会議室にて参集（Web併用） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



2021～2022年度 第 7回  一般社団法人神奈川県建築士事務所協会 会報誌編集特別委員会 議事録 

開催日時 令和 4年 8月 25日（木） 会 場 Web会議 

出 席 者 

担当副会長：杉本勝郎(欠) 小松正道 （補佐） 

委 員 長：小泉 厚 

副 委 員 長：加藤一郎 

委 員：雨森隆子 小河泰隆 森本和樹(欠) 

       戸井田顕 中原尚代 仙波 弦 

事 務 局：久保田千尋 

 

１．あいさつ 

 小松担当副会長 

 

２．報告事項                   

 

３．議題 

（１）会報・瓦版 KANAGAWA最新号講評 

 美術館等は有名所だけでなく知られていないところを取り上げていければよいのでは。 

 写真と文字のバランスが良く読みやすい。 

 読んでいて新鮮だった。調べて記事にすることは良いこと。 

 富士山世界遺産センターは参考になった。 

 松田の小学校木造は参考になった。 

 表紙はインフラで地域性が分かる。富士山世界遺産センターは写真がきれい。美術館の記事は旬な内容。

編集後記は着目点が面白い。 

 

（２）瓦版 9月号、10月号の検討 

 瓦版の頭書きは、執筆者名を記載することとする。 

 

（３）会報「KANAGAWA」11月号・1月号誌面検討 

 

１）１１月号（１０月７日（金）締切） 

  表紙              （横浜支部）          雨森委員・小河委員 

  １～２頁   特集記事：北欧の建築と都市景観から学ぶ（外部寄稿、１年間）小泉隆氏 

３～４頁   建築探訪     （川崎支部）          森本委員 

  ５～６頁   特集：委員投稿 わがまちの美術館・博物館・郷土資料館（横須賀ブロック・横浜支部） 

戸井田委員・雨森委員・小河委員 

  ７頁     支部だより    （湘南ブロック）        中原委員 

  ８頁     支部だより    （横須賀ブロック）       戸井田委員 

９～１０頁  賛助会だより   担当顔写真つき 担当+会社 PR 2社 

１１～１３頁 委員会活動報告  全国大会（杉本担当副会長）、 

全国大会青年話創会（青年部会運営委員会）、 

賛助会フェア（小泉委員長） 

１４頁    事務局だより   （事務局） 

  １４頁    編集者のつぶやき （相模原支部）          杉本担当副会長 

  裏表紙             （横浜支部） 

 

２）１月号（１１月２５日（金）締切） 

  表紙              （川崎支部）          森本委員 

  １頁     年頭挨拶     会長 

２頁     年頭挨拶     副会長 

３～４頁   特集：地元の初詣 （委員） 

  ５～６頁   建築探訪     （中ブロック）         加藤副委員長 

  ７～８頁   委員会活動報告  10/20木造講習会、10/29スポーツ大会 

９～１０頁  賛助会だより   担当顔写真つき 担当+会社 PR 2社 

１１～１３頁 支部のページ   （横浜支部）          雨森委員・小河委員 

（平塚支部）          加藤副委員長 

（海老名支部）         仙波委員 



１４頁    事務局だより   （事務局） 

  １４頁    編集者のつぶやき （横須賀ブロック）       戸井田委員 

  裏表紙             （川崎支部） 

 

 P3-4 ひとり 1/4ページ、写真 1/4の半分、交通案内と説明で 250字程度、桜の特集と同じメンバーが

執筆 

 

（４）支部便りローテーションについて 

 小泉委員長の作成したローテーション表案の確認。 

 次回理事会にて提示し、ローテーションの報告をする。 

 

（５）瓦版の専用メールアドレスについて 

 総財務委員会より、瓦版独自のアドレスを作れないか、話があった。 

 独自のアドレスは設けず、タイトルを「瓦版 神事協情報メール～」とし、一目で瓦版と分かるように

する。 

 

（６）今後の特集記事について 

 来年 5月号から MUJI（住宅 廃校利用 団地再生等）舞台裏を知る その次は検討。（恩師を語る 景

観 等） 

 

４．その他 

 

 次回委員会 10月 27日（木）15：30～Web会議 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



2021～2022年度 第 8回  一般社団法人神奈川県建築士事務所協会 会報誌編集特別委員会 議事録 

開催日時 令和 4年 10月 27日（木） 会 場 Web会議 

出 席 者 

担当副会長：杉本勝郎(欠) 小松正道 （補佐） 

委 員 長：小泉 厚 

副 委 員 長：加藤一郎 

委 員：雨森隆子(欠) 小河泰隆 森本和樹(欠) 

       戸井田顕(欠) 中原尚代 仙波 弦(欠) 

事 務 局：久保田千尋 

 

１．あいさつ 

 小松担当副会長補佐 

 

２．報告事項                   

 

３．議題 

（１）会報・瓦版 KANAGAWA最新号講評 

 活動が再開していることがうかがえる。郷土資料館は知らない、行ってみたいところだった。研修・紀

行は昔のものもよい。 

 北欧の建築の特集について、図面を載せてほしいとの要望が会員よりあった。 

 建築探訪は思い出深い内容。わがまちの美術館について、みんなの知らない小さい資料館を掲載する事

で、ついでに行けるような場所でよいのでは。委員会活動報告はこれからの、時期に合った良い話題だ

った。知識的な事も今後載せていけたらよい。会員サポートセンターについては会員に周知できてよい。

賛助会だよりは賛助会にも好評。見やすい会報誌になってきた。表紙も単位会らしいものとなっている。 

 OYプロジェクトは最後に URLをのせたほうがよいのでは。会員サポートセンターについては、表が見

えにくかった。 

 

（２）瓦版 11月号、12月号の検討 

 適宜最新情報を追加していく。 

 

（３）会報「KANAGAWA」1月号・3月号誌面検討 

１）１月号（１１月２５日（金）締切） 

  表紙              （川崎支部）          森本委員 

  １頁     年頭挨拶     会長 

２頁     年頭挨拶     副会長 

３～４頁   特集：地元の初詣 （委員） 

  ５～６頁   建築探訪     （中ブロック）         加藤副委員長 

  ７～８頁   委員会活動報告  10/20木造講習会、10/29スポーツ大会 

９～１０頁  賛助会だより   担当顔写真つき 担当+会社 PR 2社 

１１～１３頁 支部のページ   （横浜支部）          雨森委員・小河委員 

（平塚支部）          加藤副委員長 

（海老名支部）         仙波委員 

１４頁    事務局だより   （事務局） 

  １４頁    編集者のつぶやき （横須賀ブロック）       戸井田委員 

  裏表紙             （川崎支部） 

 

２）３月号（２月３日（金）締切） 

  表紙              （横須賀支部）         戸井田委員 

  １～２頁   特集記事：北欧の建築と都市景観から学ぶ（外部寄稿、１年間）小泉隆氏 

３～４頁   建築探訪     （相模原支部）         杉本担当副会長 

  ５～６頁   特集：委員投稿 わがまちの美術館・博物館・郷土資料館（横須賀ブロック・川崎支部） 

小泉委員長・森本委員 

  ７～８頁   委員会活動報告  大山講、賀詞交歓会、「住・緑・家」見学会？ 

９～１０頁  賛助会だより   担当顔写真つき 担当+会社 PR 2社 

１１～１３頁 支部のページ   （相模原支部）         杉本担当副会長 

（座間支部）          仙波委員 

（茅ヶ崎寒川支部）       中原委員 



１４頁    事務局だより   （事務局） 

  １４頁    編集者のつぶやき （県央ブロック）        仙波委員 

  裏表紙             （横須賀支部） 

 

 

（４）令和５年度予算要求案について 

 収入の会報封入手数料を 7,500円×10回とする。広告掲載料は省く。 

 支出の印刷費は 16ページ分とする。値上がりのあった場合を想定して 28万円×6回とする。 

記事謝礼を 60回分に増やす。また、寄稿謝礼は 2万円×6回にする。交通費は現状と同様とする。 

 

（５）今後の特集記事について 

 5月～MUJI 小泉委員長より打診済 

 来年度に入るまでに委員特集の方向性を検討する。 

 

４．その他 

 次回委員会 １２月１５日（木）15：30～神事協会議室、Web会議 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



2021～2022年度 第 9回  一般社団法人神奈川県建築士事務所協会 会報誌編集特別委員会 議事録 

開催日時 令和 4年 12月 15日（木） 会 場 Web会議 

出 席 者 

担当副会長：杉本勝郎 小松正道 （補佐） 

委 員 長：小泉 厚 

副 委 員 長：加藤一郎 

委 員：雨森隆子 小河泰隆 森本和樹(欠) 

       戸井田顕 中原尚代 仙波 弦 

事 務 局：久保田千尋 

 

１．あいさつ 

 杉本担当副会長 

 

２．報告事項                   

 12月 14日 日事連記念式典 パネルディスカッションに横須賀支部 菅股氏が参加。3月に記念誌が発

行される予定。小泉委員長、菅股氏が掲載される予定。 

 

３．議題 

（１）会報・瓦版 KANAGAWA最新号講評 

 面白い記事が多かった。わがまち美術館については事前に許可を取り取材することは叶わなかったこと

が悔やまれる。 

 わがまち美術館は見る視点を変え次回に続けてもらえればよいのでは。会報はだんだんと良くなってき

ている。 

 表紙が軽快な良いアングル。全国大会は楽しそうな写真と報告だった。 

 表紙はすっきりまとまっており、裏表とも良いかんじにまとまっている。外部特集はよくまとまってい

る。旅行記は行ったことのないところで楽しめた。わがまちの美術館はぜひ訪れてみたい内容だった。

全国大会はそれぞれ違う視点でまとまっており良かった。 

 横須賀の美術館は知らないところで新鮮だった。 

 構成が良くできていて楽しく読めた。マリンタワーはリニューアルオープンしており、行く機会があれ

ば行ってみたい。 

 委員特集は地元感がありよい。賛助会だよりも賛助会が力を入れてくれていてよい。全国大会は普段俯

瞰的な記事が多いので、食を軸に書いてみた。月を追って充実していっている。 

 よくまとまり、重みのある会報誌になってきた。表紙は神奈川のイメージが出てくる。外部特集は複合

的な図書館の考え方の草分けを知ることが出来た。建築探訪は執筆者より自社 HP掲載希望があり、許

可した。執筆者が自分の PRに使えるのはよい。わがまち美術館は近くに行ったついでに行く場合に良

い資料になる。賛助会だよりは、会社のいい PRになっているのでは。 

 

（２）瓦版 1月号、2月号の検討 

 ある情報をどんどん掲載していく。 

 

（３）会報「KANAGAWA」3月号・5月号誌面検討 

１）３月号（２月３日（金）締切） 

  表紙              （横須賀支部）         戸井田委員 

  １～２頁   特集記事：北欧の建築と都市景観から学ぶ（外部寄稿、１年間）小泉隆氏 

３～４頁   建築探訪     （相模原支部）         杉本担当副会長 

  ５～６頁   特集：委員投稿 わがまちの美術館・博物館・郷土資料館（横須賀ブロック・川崎支部） 

小泉委員長・森本委員 

  ７頁     会員寄稿     伊勢原支部 内田氏 

８頁     同好会活動報告  大山講 

９～１０頁  賛助会だより   担当顔写真つき 担当+会社 PR 2社 

１１～１３頁 支部のページ   （相模原支部）         杉本担当副会長 

（座間支部）          仙波委員 

（茅ヶ崎寒川支部）       中原委員 

１４頁    事務局だより   （事務局） 

  １４頁    編集者のつぶやき （県央ブロック）        仙波委員 

  裏表紙             （横須賀支部） 

 



 

 

２）５月号（３月３１日（金）締切） 

  表紙              （中・県西ブロック）      加藤副委員長 

  １～２頁   特集記事： 良品計画 

３～４頁   建築探訪     （県西支部）          加藤副委員長 

  ５～６頁   特集：委員投稿 わがまちの美術館・博物館・郷土資料館（湘南ブロック・横浜支部） 

中原委員・雨森委員・小河委員 

  ７～８頁   委員会活動報告  住緑家見学会？ 次回委員会で検討 

９～１０頁  賛助会だより   担当顔写真つき 担当+会社 PR 2社 

１１～１３頁 支部のページ   （川崎支部）          森本委員 

（湘南三浦支部）        戸井田委員 

（秦野支部）          加藤副委員長 

１４頁    事務局だより   （事務局） 

  １４頁    編集者のつぶやき （川崎支部）          森本委員 

  裏表紙             （中・県西ブロック） 

 

（４）今後の特集記事について 

 9月で委員投稿が 2巡するので、次回委員会にてその後の方向性を検討する。 

（有形文化財、インスタ映え 等） 

 外部依頼の特集について、案が良品計画より送付された。 

（意見等） 

 特定の会社という部分は引っかかる。 

 空間デザインで設計事務所に近いことを実施している。神事協会員のあまり触れない内容の投げかけは

よいのでは。批判があれば今後に活かせばよい。一度やってみるとよいのでは。 

 記事として面白い。仕事の参考にしていける記事なのでは。 

 大手の組織がどう考えているかがわかる記事。 

 企業や組織が研究した内容をみんなでシェアするというスタンスなら問題ないのでは。宣伝が出てしま

うと多くの方が気になってしまうのでは。続けていき皆さんの反応を見るのがいいのでは。 

 引っかかるかたがいた場合は、何らかのフォローが必要。 

 会社の宣伝とならないよう、委員会内で吟味しながら、記事を確認し掲載していく。 

⇒原稿チェックについては会報誌編集特別委員会にて随時行っていく。 

 5月に向け担当者に大筋よいことを小泉委員長より伝える。 

 会員より意見等が出たら会報誌編集特別委員会として対応する。 

 

（５）その他 

 会員サポートセンターについて 

杉本担当副会長より、会員サポートセンターについて説明された。 

 

４．その他 

 

 次回日程 2月 16日（木）15：30～ Web会議 

 小松担当副会長補佐 挨拶 

 

 

 



2021～2022 年度 第 10 回  一般社団法人神奈川県建築士事務所協会 会報誌編集特別委員会 議事録 

開催日時 令和 5 年 2 月 16 日（木） 会 場 Web 会議 

出 席 者 

担当副会長：杉本勝郎(欠)  

補佐副会長：小松正道  

委 員 長：小泉 厚 

副 委 員 長：加藤一郎 

委 員：雨森隆子 小河泰隆 森本和樹(欠) 

       戸井田顕(欠) 中原尚代(欠) 仙波 弦 

事 務 局：小林恵美 

 

１．あいさつ 

  小泉委員長 

 

２．報告事項 

  日事連 60 周年記念誌が 3 月に発行される。5 月号会報に同封する予定。 

 

３．議題 

（１）会報最新号（１月）講評 

 ・紙面の校正と内容、表紙写真がよかった。地元の初詣企画も良かったが、会報誌が届いたのが 1 月 10

日と初詣には遅く、11 月号掲載してもよかったのでは。 

 ・初詣企画が良かった。報告ではなく皆が参加してる感じが伝わり、良い会報誌に仕上がっている。 

 ・1 月号としてふさわしい内容に仕上がっている。初詣企画は面白い、行ってみたくなった。建築探訪に

も繋がっていて構成も良かった。 

  また特に平塚支部の頁『愛され続ける建築と設計図書の保存』の内容がとても良かった。 

 ・年の初めの号としてふさわしい内容であった。 

ローカルな話題があるのはとても良く、支部のメンバーから直接感想を聞く機会が増え注目を浴びてい

るのを肌身に感じている。 

 ・1 月号らしい神社仏閣の内容が多く上手くまとまった。地元の初詣企画は知らない神社等もあり、興味

を引く内容だった。 

 

（２）瓦版３月号、４月号の検討 

  ある情報をどんどん掲載していく。 

 

（３）会報「KANAGAWA」5 月号・7 月号検討 

  

１）５月号（３月３１日（金）締切） 

  表紙              （中・県西ブロック）      加藤副委員長 

  １～２頁   特集記事： 良品計画 

３～４頁   建築探訪     （県西支部）          加藤副委員長 

  ５～６頁   特集：委員投稿 わがまちの美術館・博物館・郷土資料館（湘南ブロック・横浜支部） 

中原委員・雨森委員・小河委員 

  ７～８頁   委員会活動報告  「住・緑・家」1/25 講習会、1/27 見学会 

９～１０頁  賛助会だより   担当顔写真つき 担当+会社 PR 2 社 

１１～１３頁 支部のページ   （川崎支部）          森本委員 

（湘南三浦支部）        戸井田委員 

（秦野支部）          加藤副委員長 

１４頁    事務局だより   （事務局） 

  １４頁    編集者のつぶやき （川崎支部）          森本委員 

  裏表紙             （中・県西ブロック）       

 

２）７月号（６月２日（金）締切） 

  表紙              （湘南ブロック）        中原委員 

  １～２頁   特集記事： 良品計画 

３～４頁   建築探訪     （横須賀ブロック）       戸井田委員 

  ５～６頁   特集：委員投稿 わがまちの美術館・博物館・郷土資料館 

（中・県西ブロック・県央ブロック）加藤副委員長・仙波委員 



  ７～８頁   総会報告、会長副会長挨拶（暫定） 

９～１０頁  賛助会だより   担当顔写真つき 担当+会社 PR 2 社 

１１～１３頁 支部のページ   （県西支部）          加藤副委員長 

（厚木支部）          仙波委員 

（茅ヶ崎寒川支部）       中原委員 

１４頁    事務局だより   （事務局） 

  １４頁    編集者のつぶやき （横浜支部）          雨森委員・小河委員 

  裏表紙             （湘南ブロック）        

 

（４）会報寄稿御礼について 

   今年度の執筆者へ、会員には図書カード（1000 円×掲載回数）をお送りし、外部執筆者には現金（20,000

円×掲載回数）をお支払いする事が確認された。 

 

（５）特別会友への瓦版提供方法について 

   共済会規程の改正に伴い共済会友が特別会友へと変更され、会報誌及び瓦版を特別会友にも提供され

る事となった。 

   現在 6 名の特別会友の方へ、事務局から個別に提供方法（ﾒｰﾙ・FAX 等）を確認する事となった。 

 

（６）今後の委員特集記事について 

   １１月号以降の委員特集記事について検討された。 

   『（仮称）神奈川の残しておきたい建築』を暫定とし、今後さらに検討を進める事となった。 

 

（７）三重会会報誌紹介 

   年 1 回発行されている三重会の会報誌が紹介された。 

 

（８）（日事連）令和 5 年度単位会組織強化支援事業について 

   会報誌編集特別委員会からは申請しない事となった。 

 

（９）令和 5 年度委員会開催日程について 

   偶数月第 3 火曜日を基本開催日とし、以下の日程となった。 

   ・令和 5 年 4 月 18 日（火）10：00～11：30  

   ・ 〃   6 月 20 日（火）15：30～17：00 

   ・ 〃   8 月 22 日（火）15：30～17：00 

   ・ 〃  10 月 17 日（火）15：30～17：00 

   ・ 〃  12 月 19 日（火）15：30～17：00 

   ・令和 6 年 2 月 20 日（火）15：30～17：00 

 

４，あいさつ 

  小松副会長 

 

 

次回委員会開催日 令和 5 年 4 月 18 日（火）10：00 ～  

 

 

以上 
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